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平成２９年度：松原保育園 

◇住所：鶴岡市宝町１８番５０号 

◇電話：２９－１５０１   

◇ＦＡＸ：２９-１５０３

◎【養護】 
○感染症などの予防をしっかりと行い、子どもたちの健康管理に努めていきます。 
まだまだ寒い日が続き、胃腸炎やインフルエンザなどの流行の可能性があります。一人ひとりの体調管
理に努め、適切な対応をしていきます。 

◎【教育】
○進級、就学に向けて高まる期待を胸に、年度末までの園生活を充実して過ごせるようにしていきます。 
あそびの中で「次は○○組になるんだね」と子ども達が進級を心待ちにできるようにしていきます。年長
児は、「まつわら学校」の活動を通して小学校生活への期待を高めながらも、残りの保育園生活が楽しい
思い出となるようにたっぷりとあそびの時間を設けていきます。 

○春の訪れを感じたり、冬からの季節の変化に気付いたりできるように、戸外に出てあそぶ機会をたくさ
ん作っていきます。 
気温が上がりあたたかさを感じる日には、戸外あそびや散歩に出かけ、春の植物をみつけたりしなが
ら、子どもたちの興味関心、感性を育んでいきます。 

３月生まれの 

おともだち

◇入園のおともだちです 

ふわふわ組に仲間入りします。

工藤 はるさん  

１月１７日生 

よろしくお願いします。 

き

り

ん

組

ふ

わ

ふ

わ

組

ふ

わ

ふ

わ

組

新年度

保育準備期間

3/29～3/31 

２日(月) 平成３０年度 入園式 9:30～ 

３日(火) 新入園児ならし保育開始 

１６日（金）～１週間  お花見週間 

２０日(金) 保護者会懇談会・総会（夜） 

２７日(金) かもしかクラブ発会式10時～ 

30 年度の保育準備期間を 3/29（木）～3/31（土）

にします。31 日（土）は年に一度の給食室の大掃除

（消毒と洗浄）の日となります。その日はお弁当持

参とさせてください。後日、お便り配布いたします

が、この期間はご都合つくご家庭はお休みのご協力

をよろしくお願いいたします。

2/2３（金）保護者懇談会に、多くの出席をいただきありがと
うございました。 
保護者の方と、子どもの一年の成長を確かめ合うことが出来ま

した。また、総会では最後の園長の話の中で「保護者アンケート」
のお願いをしました。3月上旬にペンギンメールで案内してから、
回答くださいますようお願いします。次年度の園運営に活かした
いと思っております。子どもにとって、『最高の保育園』となるよ
うに、引き続き保護者の皆さんのご協力の下、保育者と保護者の
連携を密にしていきましょう。 

白幡 悠先生  

おめでとう！ 

ふわふわ組担任をしていまし

た悠先生が、２月２１日に女

児を出産しました。

みんなが楽しんだお店やごっこ 

2月 15日（木）は年長ぞう組さんのお店が開店しました。今年も

あおば学園がゲームやということで、普段あおばのお部屋にいくこと

のない組もお出かけして「いってきたよ～」と帰ってくるとすぐにゲ

ームの景品をみせてくれました。うさぎ組さん・ぱんだ組さん・きり

ん組さん、そしてぞう組さんみんなが楽しみにしていた『まつばーが

―』ではランチにてりやきばーがーとちーずばーがーの2種類から自

分で選んだハンバーガーを食べました。 

            ショップの店員の女の子たちは張り切って

おもてなしをしていました。一緒に店員に

なった白井先生と朋先生には、ステキなユ

ニホームとサンバイザーを準備してくれて

いました（本人たちも感激！似合っていて

楽しそうでした）。 

お店の商品がまだ残っていたので、翌週には、ぞう組のお店やを見

習ってのきりん組さんのお店やを開きました。おかげさまで、商品は

完売！年長児の子どもの活動が、年中組の活動の手本になっているこ

とを感じながら、マイクで開店 

の放送をする子の緊張しながらもニコ 

ニコ顔が見られたり、「いらっしゃい 

ませ！」の掛け声がじょうずな子ども 

たちでした。 


